
海事記念館では、 2月 9日 （土 ）から 3月 23（日 ）の間、平成 19年度特別展 「カレイ展」を開催し

ます。私たちの食 卓を 彩 る魚たちはたくさんありますが、その中でもカレイは厚岸町にとって
しょくたく いろ ど

も大変馴染み深いものです。それは地名からも うかがえます。現在の港町の厚岸大橋たもと付
な じ

近を以前はタンタカコ トイ （アイヌ語でヒラメやカレイ類の 跡 の意味 ）と呼んでいました。地名に
あと よ

なるほど、多くのカレイがいる場所だったのかもしれませんね。

特別展では、主にカレイの標本や実際に使われる漁 網などを展示し、カレイの種類や漁法、
ぎょもう て ん じ

生態について解説する予定です。また、展示期間中、町内にある独立行政法人水産総合研究

センター北海道区水産研究所厚岸栽培技術開発センターの協力により 、同センターが世界で

初めて種 苗生産に成功し 、現在、栽培漁業に取り組んでいるマツカワの稚魚を水 槽で展示
しゅびょう ち ぎ ょ すいそう

し ま す 。 この機会にぜひカレイ にまつわ

る歴史や生態 、 栽培漁業について理解

を深めてもらえればと思います。

昨年 12月 23・ 24日と今年 1月 10・ 11日 、海

事 記 念 館 に お い て 工 作 教 室 を 開 催 し ま し
かいさい

た 。 工作教室は二日連続で行われ 、 一日目

は牛 乳パックを利用したアイスキャン ドル
ぎゅうにゅう

づ く り やペーパー クラ フ トづ く り （ 紙飛行機や

ク リ スマスカー ド 、 動物など ） を行いました 。

二 日目に は前日か ら 凍 らせ て お いた ア イ ス
こお

キャンドルを完成させました。参加してくれた

児童の中には、紙飛行機の出来が納 得いか
で き なっとく

なか ったのか、工作教室が終わってからも何度も海事記念館に通って くれた児童もいて、少 し

は海事記念館が身近なものになってくれたかなと思っています。
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海事記念館特別展「カレイ展」を開催します!!

▲完成したアイスキャンドル

冬の工作教室でアイスキャンドルとペーパークラフトを作ったよ～♪

★郷土館・太田屯田開拓記念館 休 館 のお知らせ★

現在、郷土館 ・太田屯田開拓記念館は、冬期間（ １ １月 １ ６日から４月１ ５日まで ）休館となっ

ています。休館中のお問い合せなどは、海事記念館までお願いいたします。

開催期間 ：平成 20年 2月9日 （土 ）～3月23日 （日 ）
会 場：厚岸町海事記念館
開館時間：午前9時00分～午後5時00分
休 館 日：毎週月曜日、祝祭日の翌日
入 館 料：大人210円 （高校生以下無料）



職業体験学習 と い う こ と で 真龍中学校 （ 10

月 11、 12日 ） と厚岸中学校 （ 10月 17、 18日 ）の

2年生 、 6名が二日間にわたって海事記念館の

仕事を体験しました。

初日は、館内外の清 掃や窓拭き作業 、プラ
せいそう ま どふ

ネ タ リ ウムの見学などを中心に主に博物館の

管理面について学習してもらいました。二日目

は、場所を海事記念館収 蔵庫 （町内太田 ）に
しゅうぞう

移動 し 、海事記念館所 蔵資料の整理をおこな
しょぞう

いました 。資料の名前や寸 法などが記された
すんぽう

名札を収蔵資料に取り付けてもらうという作業でしたが、資料の名 称や写真、寸法など、様々
めいしょう

な情報をもとにどの資料が名札と対応するのか、いろいろ苦心しながら、一点一点資料に名札

を付けて くれました。今回、体験して くれた 6名が博物館ってこういう仕事をしているんだと少し

でも知ってもらえたのであればうれしいのですが。

去る 11月 29日 、厚岸町立太田中学校において1年生 3名による 「屯 田 兵のはじまり 、生活、
とんでんへい

歴史」 と題した授業発表が行われると聞き、見学させてもらいました。

今回発表した生徒のみなさんは、昨年7月、太田屯田開拓記念館をはじめ、太田屯田兵屋や

町内若竹町の鹿島稲荷神社、厚岸町郷土館を見学し 、屯田兵の歴史について勉強を続けてき
かし ま い な り

ま した 。見学に同行し解説などでお手伝いしたのですが、太田屯田兵屋を見学した際には、兵

屋を管理している松本英男さんが太田に入植した屯田兵の歴史について語って くれました。生

徒達も真剣な面もちで松本さんの話に聞き入

っていました。

発表当日は 、屯田兵の食事や開 墾 、戦争
かいこん

への出兵など、これまで調べてきたことを余す

こ とな く 発表できたよ うで した 。 会場には松本

英男 さんも駆けつけ 、最後に生徒のみなさ ん
か

に 「 10 0年 以上 も前の先祖 、太田屯田兵の苦

労があって、今の太田がある 。みなさん、それ

を 忘 れないで くだ さい 。 」 と語 りかけていたの
わす

がとても印象的でした。

職業体験で海事記念館の仕事を体験

文化財係 太田屯田兵の授業発表見学記

▲ 収蔵庫での作業風景

▲ 太田屯田兵について説明する発表者



先日 、 厚岸観光協会の研修会が行われ 、 そ こ

でお話 しする機会があ り ま した 。 その時に思いつ

いたことをこの場を借りて少しお話ししたいと思い

ます。

当日は 、明治 、大 正時代に刊行された写真帳

など を も と に当時の厚岸の街並みや風景につい
ま ち な

て お話 し したのですが 、 その際 、写真に写ってい

る マキ ドについて も触れました 。 マキド は全国的
ふ

な 名 称 と し て は カ グ ラ サ ン や ロ ク ロ と 呼 ば れ 、

巻胴 な ど と 呼ば れ る主軸 を人力に よ っ て回転 さ
まきど う し ゅ じ く

せ 、船など重量のあるものを浜に巻き揚げる道具
ま あ

です。 この道具について 、 「厚岸ではマキドと呼ば

れていたようですね 」 と問いかけたところ 、会場か

らは 「マギドって言ったなぁ 」 、 「いやいやロクロだ 」などと声が挙がり 、特に厚岸町内の床潭や小島

などではマギドと呼ぶことが多かったということでした。おそら く 、主軸の部分の巻胴（まきどう ）から

転訛 してマキド 、 マギドになったと思われます 。また 、 この巻き揚げ具は人力で巻き揚げる ことが
て ん か

一般的ですが、床潭では馬を使った畜力による巻き揚げもおこなわれた時期があったそうです。現
いっぱ んてき

在ではそのほとんどが機械のウィンチに切り替わっています。
き か

このように主軸を人力で回転させ巻き揚げる道具は近世期の史料などにも散見されます。例えば、

肥前唐津領内（現佐賀県）の海陸の産物を絵巻風に記した 『肥前国産物図考』 （ 1773年～1784年成
か ら つ え ま き

立 ） にも描かれ、浜に揚げられた鯨 の皮をはがすために巻き揚げ具が使われています （ 『玄界のくじ
えが くじ ら

ら 捕 りー西海捕鯨の歴史と民俗ー 』佐賀県立博物館、 1980年 ） 。もちろん 、構造上の細かい違いは

ありますが、厚岸においてマキド 、マギドなどと呼ばれている巻き揚げ具が日本列島の広い範囲で

使用されてきたことがわかります。

ところで 、呼び名についてですが、先ほど述べたように厚岸でも使われているマキド 、マギドとい

う名称は他の土地でもみることができます。 1938年に民俗学者柳田国男らによって刊行された 『分
や な ぎ た く に お

類漁村語彙 』 （全国の漁村などで使われている （いた ）語をま とめたもの ） によると 、青森県下北半
ご い

島の付け根に位置し 、陸奥湾に望む野辺地周辺ではこの巻き揚げ具を「マキ ド 」または 「ボンズ 」と
む つ わ ん の へ じ

呼んでいました 。 このことはあ くまで名称だけを取り上げた場合ですが、厚岸と青森、遠く離れた場
はな

所との一致が認められます。今後、巻き揚げ具の名称について調べていけばこの名称を使っていた
い っ ち みと

土地が他にも確認できるかもしれません。また 、人や物の移動などについても注意する必要がある
か くに ん

か もしれません。 というのも、明治8年の厚岸港輸入物品表の品物の中に 「地ロクロ 」があり 、この巻

き揚げ具のことだとすれば他の地域から持ち込まれてきたこ とも考えられます。明治 42年の 「厚岸
ち い き も こ

港輸出入表」において主な輸入先として新潟県や富山、秋田、函館、そして青森が挙げられており、

本州の青森県と厚岸は物の動きでつながっていたこともうかがえます（明治8年、明治42年の資料と

も 『厚岸町史』下巻（厚岸町、昭和50年 ）より ） 。

このように 、 「 マキ ド 」 「 マギド 」 「 ロ クロ 」 「 カグラサン 」 というよ うに様々な名称を持つ巻き揚げ具

をとおして人と物の動きがもう少し分かってくれば面白いのではないかと思っています。 （車塚 洋）

学芸員こぼれ話～「マキド」について～

▲町内港町にあったマキド

（ 平成元年頃 、 山田廣一氏撮影 ）

（末筆ではありますが、厚岸観光協会のみなさんには、会場にて多くのご助言いただきましたことを

記して感謝申し上げます。 ）



去年は、町内港町のアッケシソウ栽培地を四

面に増や し 、 種 ま き か ら雑草取 り 、 海水散布 と

ア ッケシソウと向き合ってきました 。その結果 、

なん とか秋には赤 く色づいて くれひと まず安心

したのですが 、前号でもお知らせしたとお り 、残

念なが ら 四面の内一面 （ 平成 17年暮 れに造成
く

し 、 翌 年 の秋 に は見事 に赤 く 色 づい た場 所で
よくねん

す ） は成長が思わし くあ り ませんで した 。来年こ

そ は 、 なん と か四面 、全てが順調に育っ て く れ

ることを願うばかりです。

ところで 、昨年の 10月 30日に港町のアッケシソウ栽培地を厚岸町立高知小学校のみなさん

が見学しました。見学に先立ち、海事記念館のアッケシソウコーナーでアッケシソウとはどうい

う植物なのかを学習しました。その後、みんなで港町のアッケシソウ栽培地に移動し 、アッケシ

ソウの茎や種などを観察してもらいました。
くき

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 編集後記 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

今回 、 「 学芸員こぼれ話 」 という コーナーを作ってみました。実は、何度か町民の方に 「学芸

員ってどういう仕事をしているの？ 」 と聞かれたことがあります。確かに、学芸員の仕事はわか

りに くい と思います。そこで 、学芸員の仕事を理解して もら うためにも 、自分自身、常日頃 、興

味を持っている事柄などについても書いてみよ うと思い立ったわけです。毎号とはいかないと

思いますが、長い目で見てやって ください。よろし くお願いします。ところで、本号を書き上げて

から、今回紹介した巻き揚げ具のことを道内の余市町ではカグラサンと呼び、小平町ではロク

ロ 、 ボーズ 、 カグ ラサン と い う こ とが

わかりました。 このように各地で使わ

れている 名称に ついて も 、 いつかお

話できればと思っています 。 （ 車塚 ）

文化財係 高知小学校のみんながアッケシソウを見学!!
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▲港町の ｱｯｹｼｿｳを観察する高知小学校のみなさん

《お知らせ》 プラネタリウム「冬の星座めぐり」を投影中 !!

海事記念館プラネタリウム室では現在「冬の星座めぐり 」を投影中です。オリオン座や
双子座といった冬の代表的な星座についての解説や星座にまつわる神話のアニメーシ
ョン 「牡牛座物語」を上映しています。ぜひ、この機会に冬の星座の世界を楽しんでみて
はいかがでしょうか。

★投影時間： 平日 15:30～
土・日 ・祝日 11:00～、 13:30～、 15:30～

★観 覧 料：海事記念館入館料のみ（大人210円、高校生以下無料）


